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 しかし、本講義について何より特筆すべき点は、2016 年度において、アクティブラーニ 
ングの徹底を目指し、ピア・レスポンス（相互助言）の手法を取り入れた点にある。先述のとお










が行われた 2016 年度の「文章表現Ⅰ」の受講が学生に与えた効果について調査した。 
  










































































































































と」（岸・梶井・飯島 2012）の内容を質問する 19 項目（図８の Q14 から Q32）に対して、「1. 非
常にあてはまる 2. かなりあてはまる 3. 少しあてはまる 4. どちらともいえない 5. あまり


























梶井・飯島 2012）である 12 項目（図８の Q33 から Q44）に対して、「1. 非常に得意である 2. 
かなり得意である 3. 少し得意である 4. どちらともいえない 5. 少し苦手である  6. かな
り苦手である  7. 非常に苦手である」の 7 件法で学生は回答した。この結果を合計したものを
「できる得点」と位置づけた。なお、「得点」と表記することから、点が高い方がより望ましい状
況を示すよう、数値を逆転させた。図９では、以上の結果を散布図で示した。受講前後では、「で
きる得点」（横軸方向の移動）は大きな差がないが（平均点は 45.53 から 44.63 となった）、「心が














































図１０. 受講前と受講後（第 2回後）に作成したレポートに見られる変化 















































井下千以子: 『大学における書く力考える力―認知心理学の知見をもとに』(東信堂,2008)  
大島弥生:「大学初年次の言語表現科目における協働の可能性―チーム・ティーチングとピア・レスポンスを取
り入れたコースの試み―」,『大学教育学会誌』27(1)(2005), pp.158-165. 
  −  「大学生の文章に見る問題点の分類と文章表現能力育成の指標づくりの試み―ライティングのプロセ
スにおける協働学習の活用へ向けて―」,『京都大学高等教育研究』第 16号(2010), pp.25-36. 







１）流通科学大学:「気づきの初年次教育」と題して 2016年 3月 22 日に作成された資料には、「自己発見とキャ
リア開発」を履修する中で、気付いてほしいことを７点挙げており、その１つに基礎能力「将来の社会人を
見据えた大学生として大切なこと」がある。基礎能力は、気付く力・自ら学ぶ力・常識力・言葉を使う力・
グループ力・基礎学力の 6つに分けられている。 
２）2016 年度「文章表現Ⅰ」受講学生によるレポート（受講前と第 2回受講後に同じテーマについて作成）。例
えば、図１０は、「文章表現Ⅰ」受講前と受講後に学生が同じテーマで作成したレポートである。「です・ま
す調（敬体）」から「だ・である調（常体）」への変化、「話し言葉」から「書き言葉」への変化など、論理的
文章の作成に必要となる方法論やスキルが上達していることがわかる。 
３）平成 22年度奈良教育大学学長裁量経費補助研究成果報告 http://www2.nara-edu.ac.jp/CERT/nara-
edu/outline/ 
